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 LHDにおけるデタッチメント時の周辺プラ

ズマの挙動について、3次元数値シミュレーシ

ョン（EMC3-EIRENE）と実験データとの比較

による研究を進めている。図１はデタッチメン

ト遷移時のダイバータ板粒子束のプローブに

よる計測結果と数値シミュレーションの結果

を示している。実験では、上側・内側ダイバー

タの両方において、密度が4~5x1019 m-3付近で急

激に減少する様子が観測されているが、数値シ

ミュレーションでは、減少が緩やかであり、実

験結果を再現できていない。明確な理由につい

ては現在のところ不明である。 
 図２はデタッチメント遷移時の放射損失の

ボロメータ計測と数値シミュレーションによ

る比較である。シミュレーションでは、ダイバ

ータ板からの炭素の発生量（スパッタリング係

数）、プラズマ中での炭素不純物の輸送係数を

変化させているが、いずれの場合においても、

アタッチ時にはシミュレーション結果が小さ

く、デタッチメント時には逆に大きくなってい

る。シミュレーションによる背景プラズマの再

現性や、原子・分子データなどについて今後さ

らに詳しく調べて行く必要がある。 
 図３(a)には周辺部におけるデタッチメント

遷移直前の炭素(CII, 426.7 nm)の発光分布を示

す。発光はダイバータ近傍からX点に向かって

分布している。磁力線構造との比較から、発光

は磁力線長～１０ｍの領域にあることがわか

った。図３(b)には数値シミュレーションによる

synthetic画像を示す。ダイバータ板付近からの

発光や、画面右側へ伸びる分布など、ある程度

よく再現できている。実験における分布がより

広がっているのは、計測の分解能によるもので

ある。またシミュレーションでは、X点付近の

発光がより強くなっている。 

発表では、以上の点について詳しく議論を行

う。 

図１：ダイバータ粒子束の密度依存性。プローブ計測と数

値シミュレーションによる比較。 

 

図２：プラズマからの放射損失のボロメータ計測と数値シ

ミュレーション結果の比較。 

 

図３：周辺領域における炭素発光分布(CII, 426.7 nm)の計

測結果と数値シミュレーションとの比較。 
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